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研究成果の概要（和文）：本研究は、音声を産出したり，知覚したりする際にヒトが脳内で用いる (i) 範疇の種類と
、それらが (ii) どのような形態で脳内に表示されているかを、言語を人間の心／脳の特徴と見做す生成文法理論にお
ける極小論（Chomsky 2005）の枠組みで解明することを試みた。その結果、極小論のもと提案された（文構造を構築す
る際に用いられる）統語範疇および（それらを併合していく）文構築過程と酷似した音韻範疇と音韻構造構築過程が、
語彙化過程において見られることが明らかとなった。この結果は、音韻部門は統語部門と本質的に異なると考えられて
きた学説（Bromberger & Halle 1989）と対峙する。

研究成果の概要（英文）：This project attempted to investigate (i) the types of categories that are 
employed when human beings produce and perceive speech sounds, and (ii) how the interaction of these 
categories is represented in the brain. The latter is conceived within the Minimalist Program of the 
generative grammar framework, which regards language as a property of the mind/brain (Chomsky 2005). The 
results of the project clarified that humans employ phonological categories and 
phonological-structure-building processes in lexicalization, which are similar in nature to syntactic 
categories (which are employed for building sentences) and sentence-building processes (which result from 
the merging of categories). This conclusion takes a stand against the hypothesis that syntax is 
intrinsically different from phonology (Bromberger & Halle 1989).

研究分野： 音声・音韻
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１．研究開始当初の背景 
言語を人間の心/脳の特徴として捉える生成
文法理論は、Chomsky (1995, 2001, 2005) 
の提唱する極小論（ミニマリスト・プログラ
ム）により革新的な展開を見せ、現在では心
理学や哲学はもちろんのこと、進化論を含む
生物学を含む近隣の諸分野にたいし大きな
インパクトを与え続けている。極小論は、統
語部門を中心に展開してきたが、音韻部門だ
けは極小論の適用の射程外にあるように扱
われてきた。その理由のひとつに、極小論と
理論的に対峙をなす最適性理論（Prince & 
Smolensky 1993, 2004）の音韻論における台
頭があげられた。 
 この状況を踏まえ、研究代表者は、極小論
を統語部門に限定することなく、音韻部門に
まで拡張し、メロディ（分節内）表示とプロ
ソディ（超分節）表示、それぞれに関する音
韻モデルの構築とその妥当性を探っていた。
本研究では、研究代表者がこれまで提案して
きた音韻モデルをさらに発展させ、(1) 分節
内表示と超分節表示に共通する高次な普遍
的範疇や普遍的原理の解明を試みた。さらに、
(2) それらを統語部門で現在用いられている
範疇や原理と比較し、その妥当性を検討した
後に、統語部門における極小モデルと理論的
整合性を呈する音韻モデルの考案を試みた。
そのモデルを用いて、(3) 共時・通時的音韻
現象の説明はもちろんのことであるが、音韻
獲得の仕組み、および、音韻部門の起源およ
び進化にかかわるメカニズムが解明される
ことが期待された。 
 
２．研究の目的 
本研究では、生成文法理論研究において、生
物学を含む近隣の諸分野にもっとも大きな
イ ン パクト を 与え続 け ている 極 小 論
（Chomsky 1995, 2001, 2005）を、その射程
外であるように扱われてきた音韻部門に適
用しようとした。「極小化」という概念のも
と、(1) 統語・意味部門と音韻部門に共通す
る高次な普遍的範疇や原理を探求し、(2) そ
れらから成る音韻モデルを考案しようとし
た。加えて、(3) そのモデルを用いて、共時・
通時的音韻現象や音韻獲得の仕組みのみな
らず、音韻部門の起源および進化にかかわる
メカニズム (Kaye 1997) を解明する。 
 
３．研究の方法 
本研究では、極小論を統語部門のみならず、
音韻部門にも適用することで、言語機能を包
括的に解明しようとする。その遂行にあたり、
まず、(1) 専用のウェブサイトを用意して活
動状況を公開し、外部からのフィードバック
を常に受け入れられる体制を整える。次に、
(2) 統語部門で用いられている範疇や装置
を多く採用している依存・認可・統率音韻論
を中心に、音韻表示の適格性に関する文献の
収集を行い、それらの内容を丹念に検討する。
そして、(3)同様の関心を持つ国内外の研究

者から情報を収集し、積極的に意見の交換を
行う機会を設ける。さらに、(4) 研究成果を
英語でまとめて、国内外の学会や学会誌で発
表する。 
 
４．研究成果 
 本研究課題では、極小主義統語論と理論的
整合性のある超分節内表示と分節内表示の
考案を行うと同時に、音韻表示と聴覚・知覚
システムとの関係の解明を行った。その結果、
(1) 音韻部門における超分節表示と分節内
表示の関係は、統語表示と形態表示との関係
と酷似していることが明らかとなった。加え
て、(2) 音韻表示と聴覚・知覚システムのイ
ンターフェースモデルとして、音韻表示を音
響信号に直接変換する装置が理論的に妥当
であることが解明された。 
 以上の成果を承け、人間の音韻処理過程は
これまでの仮説と異なる可能性が出てきた
ため、進化および生物言語学関連の国内外の
研究者を中心に、本研究成果にたいして強い
関心が寄せられている。 
 上述の研究成果は、国内外において権威の
ある雑誌等から論文(23 件)として，また書籍
(17 件)としてまとめられ出版された。また、
国内外で開催された 81 件の国際学会やワー
クショップにおいて報告された。加えて、上
述の研究成果は、本研究の専用ウェブサイト
を通して公開し、海外の研究協力者および国
内外の関連分野の研究者と情報の交換を行
ってきた。 
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